
Country

Full Time 3 0

Half Time 2 0

Minute Shrit# GREEN YELLOW RED Minute Shrit# GREEN YELLOW RED

1 ✔ 1

✔ 2 13 2

✔ 3 22 3

✔ 4 ✔ 4

4 6 ✔ 5 65

✔ 7 30 6

✔ 8 ✔ 7

6 10 ✔ 8

✔ 11 13 9

✔ 12 ✔ 10

✔ 14 ✔ 11

4 15 ✔ 12

✔ 16 ✔ 13 53

7 18 14 14

10 20 ✔ 15

✔ 29 12 16

4 30 ✔ 17

✔ 32 18

Team Minute Action Team Minute Action

JPN 9 PC

JPN 26 FG

JPN 70+ PC

16 5
7 1

次戦（第5戦：5位決定戦）　8月31日（土） 20：05  ～　日本対オマーン 記載責任者：男子コーチ　藤原　信幸

校閲：男子強化部長　木原　征治

男子ホッケー　第9回アジアカップ　2013
日    付 2013年8月30日 15:00～16:20
場　　所 マレーシア・イポー 天      候 晴れ
試    合 第４戦 通算結果 日本　２勝２敗

RESULT Country

日本 - バングラデシュ

JAPAN - BANGLADESH

Name Name

高瀬克也（GK） Hossain Md. Zahid(GK)

大野一平 Shetul Farhad Ahmed

粥川幸司（C） Barmon Tapos

小野知則 Rahman Md. Mosiur

河内伸仁 Rahman Md. Imran

森嶋彬(GK) Hasan Md. Sabbir

塩川直人 Mahmud Rashel

中山康大 Kamruzzaman A.H.M.

川上啓 Jubair Md. Hasan

藤本一平 Chayan Md. Mamunur Rahman（C）

長澤克好 Das Krishno Kumar

山下学 Khisa Pushkor

畠山学 Islam Mohammad Mainul

井島光希 Sarkar Mohammad Roman

川上良平 Rahman Md. Khorshadur

山部晃嗣 Malek Md. Abdul

吉原平太 Md. Rokonuzzaman

橘敏郎 Gope Asim(GK)

監督 KANG KEONWOOK 監督 Abdul Rashid Sikder

UMPIRE Murray Grime(AUS) UMPIRE Salleh al Balushi(OMA)

Name Score Name Score

橘敏郎 1-0

粥川幸司 2-0

アジアカップ第3戦目は世界ランキング31位バングラデシュとの対戦である。
（前半）
日本は試合開始早々3分にバングラデシュにPCを奪われるが、一番騎の畠山が身体を張って防ぐ。その後日本ペースで試合が進むと、8分塩川
からのサークルへ打ち込んだボールに小野がワンタッチで角度を変えると、最後は橘がタッチし先制点を奪う。日本は18・21・25分にPCを取得す
るが、バングラデシュDFの堅守もあり追加点を奪えない。26分ライトロングコーナーから長澤がサークル内にボールを流すと、粥川がダイレクト
ヒットシュートを叩き込み2-0で前半終了。
（後半）
後半に入っても前半同様終始日本のペースで試合が進むが、日本のミス、そしてバングラデシュの堅守により、最後のところで得点を奪うことが
できない。67分日本は吉原がライトからドリブルでバングラデシュ陣内に攻め込むと、PCを取得。リバウンドから河内がゴールを決めたかと思わ
れたが、身体にボールが当たったということでノーゴールとされる。それでも試合終了間際の70分、日本はレフトから攻め込むとサークル内でボー
ルを受けた小野がPCを取得する。これを大野のドラッグフリックシュートのフェイントから、橘が確実に決め3-0とし試合終了。
日本は得点こそ3点しか奪えなかったが、バングラデシュの攻撃に冷静に対応し、無失点で試合を終えた。

日本
シュート数

バングラデシュ
PC数

橘敏郎 3-0


